
鉄軌道を含む新たな公共交通システム（以後、鉄軌道という）に関する

・陸上交通の現状と課題、将来あるべき姿とは？
・将来あるべき姿を実現するために対策は必要か？
・対策を考える場合、どのような視点を評価項目とし
設定する必要があるか？

おきなわ鉄軌道ニュースは、鉄軌道の計画案づくりの検討状況をお伝えするため、県民のみなさまに配布しています。今後も検討状況に合わせて、継続的に発行していく予定です。
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～ 沖 縄 の 陸 上 交

１．陸上交通の現状・課題につ



通 の 現 状・課 題 ～

■このような陸上交通の現状・課題に
ついて理解できましたか？

※8ページのアンケート問２でお答えください。

いて一緒に考えてみませんか？

■陸上交通の現状を改善すべきと思い
ますか？

※8ページのアンケート問３でお答えください。
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２．将来のあるべき姿

沖縄本島の将来のあるべき姿（陸上交通のみ）については、「沖縄
県総合交通体系基本計画」において、以下のように示されています。

※「沖縄県総合交通体系基本計画」は、沖縄21世紀ビジョンを踏まえ、平成22年度から23年度にかけて、専門家、関係業界団体、市町村代表、利
用者代表、行政機関から構成される委員会や、県民等の意見募集（パブリック・コメント）を通して検討され、平成24年6月に策定・公表されています。

圏域間連携の強化
（１時間圏域の構築）

名護を中心に中南部圏域と同
等の教育、医療、交通等の整
備

那覇・普天間・沖縄
を中心とした都市
サービス（通勤、買
物、通院等）30分生
活圏の形成 駐留軍用地跡地活用による

コンパクトな集約型市街地の形成

注）沖縄県総合交通体系基本計画から抜粋

■県の計画で示されている将来のあるべ
き姿について理解できましたか？
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※8ページのアンケート問４でお答えください。

国際的なリゾートエリア
の形成、最先端産業拠点の形成

～都市鉄道等の整備が少ない過密な中南部都市圏～
○中南部都市圏は、狭小な地域の中に、全国政令指定都市
（北九州市など）匹敵する人口約１１７万人の過密な
都市圏を形成しています。
○その一方、他の人口密度の高い都市と比較すると、都市
鉄道等の整備延長は短い状況です。

人口密度はほ
ぼ同じ

都市鉄道等
の整備延長
は少ない



３．将来のあるべき姿を実現するための対策イメージ

現状
短・中期

「沖縄県総合交通体系基本計画」では、将来のあるべき姿を実現するため、
以下のような短・中期、長期の対策（施策）のイメージが示されております。

長期

イメージ

長期的な対策として、
○拠点間を連絡する鉄軌道の導入
○鉄軌道と一体的にサービスするフィーダー交通※の導入
が計画に位置づけられています。

■将来のあるべき姿の実現に向
けて、何らかの対策は必要と
思いますか？

※8ページのアンケート問５でお答えください。
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※フィーダー交通については8ページを参照



４．将来のあるべき姿を実現するための対策
を考える場合の評価項目の設定

■将来像を実現するための対策は、１つではなく、複数の案が想定されます。
■その複数の対策案の中から適切な対策案を選ぶため、どの対策案がどの点で
優れているか、または劣っているかを評価するための「視点」を決めておく必要
があります。
■この評価の視点となるものを「評価項目」といいます。

■上記の評価項目の例も含め、
どのような評価項目が必要と思いますか？

※8ページのアンケート問６でお答えください。

鉄軌道導入などの将来のあるべき姿を実現するための対策を検討する
にあたっては、対策の実施による効果等について、評価項目を設定する必
要があります。

●通勤や通学できる範囲が広がるか

●観光リゾート産業をはじめ 様々な産業が
活性化するか

●北部にもっと人が住むようになるか

●公共交通を利用する人が増え渋滞が緩和
されるか

●那覇市と沖縄市を約２０分で移動できるか

●高齢者も外国人も安全・安心に移動できるか

●地域間の交流が活発化するか
●県民の歩く機会が増え、健康的な生活習慣
になるか

●観光客がわかりやすく時間通りに移動でき
るか

●観光客の移動できる範囲が広がり、多くの
観光地を訪れることが可能になるか

●二酸化炭素（CO2）の排出量を減らせるか

●地球温暖化を抑制できるか

●駅ができることによりまちづくりの起爆剤に
なるか

●人と環境に優しいコンパクトなまちづくりが
できるか

評価項目の例

★専門家からの一言★
□公共交通の利用促進など、計画を進める上で必要な条件を、
評価の前提として整理する必要がある。
□人口流動の可能性など、定量的に図れない効果についても考
慮すべき。
□鉄軌道等の導入後のまちづくりが進んだ後の生活環境への影
響等についても考慮すべき。
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国道329号

コラム：基幹バス導入に向けた取組
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基幹バスの導入に向け、次
のような取組を進めていま
す。

○沖縄県では、利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けた短中期的取組として、
定時定速性が高く多頻度運行の基幹バスシステムを導入することとしています。

②上屋の設置など
バス停のグレードアップ

③ノンステップバスの導入①バスレーンの延長

④IC乗車券システムの導入

Ｐ



●公共交通は、鉄軌道のみだけでなくネットワークとして検討する必要があります。
●ステップ３において、鉄軌道等と結節するＬＲＴやバスなどのフィーダー交通ネットワークについて検討します。
●検討にあたっては、現在のバスの利用状況や人口の集積状況、土地利用状況、
市町村のまちづくり計画等も踏まえて検討します。

※フィーダー交通とは？
幹線と接続して支線の役割をもって運行されるＬＲＴや基幹バス（ＢＲＴ）、路線バス等のことです。

LRT 基幹バス（BRT)

・５月中旬から皆さまのご意見を募集する予定です。
・また、パネル展示（３９箇所）や説明員を配置したオープンハウス、県民会議を開催します。

公共交通ネットワークについて

みなさまの声を今後の検討に反映させていただくた
め、以下のアンケートにお答えの上、左記まで郵送、
ＦＡＸ、電子メールにてお送りください。（ホームペー
ジ、スマートフォンでは直接入力ができます）

郵送の場合は、下記を切り取り、封筒に貼り付け
てください。当方で送料を負担します 郵送、ＦＡＸの場合は、下記を切り取りご利用ください。

【居住地】 県 市 ・ 町 ・ 村
以下の内容について、〇をつけて下さい。
【性別】 男 女 【年齢層】 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代～
【問１】 沖縄県が、鉄軌道道入の取組を行っていることについて
１． 今回知った ２．以前から知った

【問２】 陸上交通の現状や課題について（３ページ参照）
１． 理解できた ２ ある程度理解できた ３．あまり理解できなかった。 ４．理解できなかった。

【問３】 陸上交通の現状を改善すべきと思いますか？（３ページ参照）
１． 思う。 ２．ある程度思う ３．あまり思わない ４．今のままで良い。

【問４】 県の計画で示されている将来のあるべき姿について（４ページ参照）
１． 理解できた ２ ある程度理解できた ３．あまり理解できなかった。 ４．理解できなかった。

【問５】 将来のあるべき姿の実現に向けて、何らかの対策は必要と思いますか？（５ページ参照）
１．思う。 ある程度思う。 ３．あまり思わない。 ４．思わない

【問６】 どのような評価項目が必要と思いますか？（６ページ参照）

【問７】 その他ご意見・ご要望など（自由にお書きください）

アンケート
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●募集期間：平成27年5月中旬～6月上旬（予定）


